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＜外来より情報提供＞

　我満　奈津紀様～本人様の借金に対する対応は青明舎で行うとの事。

　河村　哲久様～特に変わりはないとの事。

　阿部　文香様～土曜日に父親と喧嘩をし興奮状態になったとの事で、母様一人で受診の為来院。明日入院予定となる。

　大下　良悦様～土曜日弟様より電話あり、母様が入院して付き添い等で大変なので土日にデイケアで本人を預かって欲しいとのこと。状態が増悪傾向にあり、外来医より入院を提案するが本人一人では決められない様子である為、デイケアより家陸族に状況説明し入院加療の方向で進めるようにとの指示あり。

＜利用者様情報＞

大下　良悦様～本日受診日であるが、11：40来所され、その後受診の為外来に向かっている。受診後外来医より、病状増悪傾向にある為家族と相談して入院加療の方向で勧めるようにとの指示あり。保護者である弟様に電話連絡しその旨話をするが、家でも状態悪く、入院させたいという思いはあるが、金銭的理由により入院させる事は難しいと話されている。社会資源や入院にかかる費用について確認し再度連絡することを約束し電話を切っている。弟様より家での本人様の様子について「体臭がする為入浴を促すが風邪を引くから入らないと全く入浴しようとしない」「部屋にこもって家族と話をしようとしない」「嘘ばっかりついている」「動作が遅い」との話が聞かれており、現在母様の体調不良もあり、弟様は大変だと話されている。

佐久間　昇子様～本日外来受診時に主治医よりデイケアを勧められたとの事で、デイケアの説明を受

　　　　　　　けたいと本人様より希望あり。デイケアスタッフがデイケアの説明を行っている。説明に「興味を持ったからぜひ参加したい」と話される。次回受診時に主治医に話してみるとの事であり、最初から正式利用ではなく見学や体験利用も出来る事を伝えている。デイケア利用に際して「枠に縛られたくないから自分の好きなプログラムにだけ参加したい」「他の利用者と仲良くしたくない。仲良くなって街で声をかけられるのが嫌だから」「デイケアで御飯は食べたくない。ダイエットしてるから」と話されている。希望通りに出来る事出来ないこと、そうすることのメリットデメリットについて説明している。

阿部　文香様～外来より情報提供あり、土曜日母様より電話あり、本人様と父様が喧嘩され、興奮状態となって「家に火をつけてやる」等の暴言が聞かれたと話されていたとの事で月曜日に受診するように勧めたとのこと。本日母様一人で受診の為来院されており、外来医より症状が増悪する前に入院するように勧められたとのこと。明日、本人様を連れて受診し、入院の方向になる予定とのこと。母様より希望あり、スタッフと母様で面談を実施している。母様より、「ここ2週間本人の状態が良くなかった。物を壊したり、衣類を切り裂いたりしていた。また、自分はぶすだし太っている。なんでこんな姿に生まれたのかと話す事多く、何度もそんな事はない事を説明するが全く受け入れられない。デイケアに行きたくないと話す事も多く、何で無理矢理ﾃﾞｲｹｱに行かせるのかって言う事もあった。デイケアから帰ってきてからは特に変わりはなかったが、行く前は行く事を嫌がる事も多かった」と話されている。明日本人様入院させ、退院して来た後に再びデイケア利用させたいとの希望が聞かれており、一旦退所の形にはなるが再度主治医に希望すれば通所出来る事を説明している。

清水　泰雅様～6月3日、青山荘・デイケアのスタッフ、本人様で三者面談実施。

　　　　　　　デイケアへの遅刻が目立つことに対しての対応策について検討する。遅刻の理由は本人様、朝食後二度寝してしまう事だと話されている。デイケアに行く準備に要する時間は30分とのことで、9：45に青山荘を出発する為に9：15に起きることとなる。本人様一人では起きれるかどうか不安との事で、9：15にスタッフに起こしに来て欲しいと依頼されている。

＜ケア会議報告＞

○清川　厚子様　50歳　精神遅滞・心因反応　デイケア利用

各部署の役割

[デイケア]　

外来時に病院まで迎えに行き、通所の促しにて定期通所継続を図る。入浴、食事の提供。
趣味活動の提供。他者との交流の場の提供。夫との情報交換。薬への日付け記入援助。
[訪問看護]

家の中の状況確認と生活面の指導。夫との情報交換。服薬の確認、指導。保清援助、指導。
[外来]

各部署と連携を図り、主治医への情報提供。服薬の確認、指導。
[ＳＷ]

社会資源の提供。外来受診時に本人の状態確認。生活リズム確立と服薬確認の為の電話連絡。
ケア検討の取りまとめ。
今後のケア方針

[デイケア]

デイケアを休んだ際には自宅・夫への電話連絡を行う。
2回続けて休んだ際には通所日以外の曜日に家庭訪問を行い、通所を促す。（以前の経緯より、通所日に訪問すると居留守や出掛ける可能性がある為）
3回続けて休んだ際には夫に連絡し、夫に来所してもらい今後の方針について面談を行う。

[訪問看護] 

訪問時の留守・居留守の場合には夫へ連絡を行う。
訪問拒否がある場合には訪問日以外に訪問し、利用を促す。

[外来] 

外来受診を行なわない場合は、自宅・夫へ連絡を行う。

＊上記の対策を行ってもデイケア通所・訪問看護利用・外来通院がままならなくなった場合には、入院及び青山荘入所の方向で検討していく。
＜事例検討＞

　　岩城　敏夫様　

　　〔現状〕被害妄想的な傾向が見られており、ミーティングの際に「向山さんが秋山さん（青風荘施設長）に叩かれている。告訴状を出さなきゃいけない。重大事件だ」と話されていることあり。その他にも青風荘施設長に関する被害的な発言が目立っており、他メンバーの中でその事を真に受けてしまわれる方も多いため、対応に苦慮している。

　　[青風荘より]

　　　　　　向山様が「叩かれた」と話されていること、向山様の喫煙時間や喫煙の本数が決められている事に対して、「また煙草もらえなかったのか」と2人で話されており、向山様の事を可哀想に思い代弁しているのではないかと思う。向山様を叩いたという事実はなく、また喫煙に関する規制があることは火の管理や体調管理の意味で行っていることである。

　　　　　　最近、趣味的活動に没頭して、他メンバーより遅れて行動することが目立つようになっている。現実との接点が少なくなってきているのではないかと思う。

　　[対応策]

· 事実関係を順を追って繰り返し説明する｡

· 趣味的活動の時間と生活の時間をきちんと分ける。

· 青風荘にて面談実施する。

　　




















































